[タイトル]

１　自動車損害賠償保障法７２条１項後段の規定による損害のてん補額支払義務の履行期と履行遅滞
２　自動車損害賠償保障法７２条１項後段の規定による損害のてん補額の算定に当たっての過失相殺と国民健康保険法５８条１項の規定による葬祭費の支給額の控除との先後
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[事実の概要]
Ⅰ　本件は，交通事故により死亡した被害者の相続人であるＸらが，加害車両が無保険車であったことから，Ｙ（国）に対し，自動車損害賠償保障法（以下，「自賠法」という）７２条１項後段の規定に基づく損害のてん補として，既払金を除く残額及びこれに対する遅延損害金等の支払を求めた事案である。

なお，本件においては，被害者側にも５割の過失があるとされ，また，Ｘらのうち，被害者の葬儀を主宰したＸ１が，国民健康保険法５８条１項の規定に基づき葬祭費５万円を受領している。

Ⅱ　原審は，①損害のてん補額の支払義務に対する遅延損害金の支払を認め，②てん補額算定に当たり，上記葬祭費の価額を控除した上で，過失相殺による減額をした。
Ⅲ　本判決は，次のとおり判示して，上記①につき，原判決を支持してＹの上告を棄却し，他方，原判決中，上記②に関する部分を破棄して自判（変更）した。
[判旨]
Ⅰ　自賠法７２条１項後段の規定による損害のてん補額支払義務は，期限の定めのない債務であり，政府が被害者から履行の請求を受けた時から遅滞となる。

Ⅱ　自賠法７２条１項後段の規定による損害のてん補額の算定に当たり，被害者の過失をしんしゃくすべき場合であって，国民健康保険法５８条１項の規定による葬祭費の支給額を控除すべきときは，被害者に生じた現実の損害の額から過失割合による減額をし，その残額からこれを控除する。
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